
平成29年度（第10回）国土交通大臣賞＜循環のみち下水道賞＞

ＰＲポイント
木曽川右岸流域下水道事業は、平成28年度で供用開始25年を経過しました。これを機に流域下水道に

ついて住民の方々に広く知っていただくため、浄化センターで“感謝のつどい”イベントを開催しました。

イベントでは施設の開放を行い、住民の方々にさまざまな体験・実験をしていただくことで下水道事業を
身近に感じてもらいました。また、流域関連10市町にてブースを設け、「清流の国ぎふ」を広く知ってもらい
ました。

応募事例名

応募団体名：木曽川右岸流域浄水事業促進協議会(岐阜県、岐阜市、美濃加茂市、各務原市、可児市、
岐南町、笠松町、坂祝町、川辺町、八百津町、御嵩町)

みんなあつまれ！ 感謝のつどい（各務原浄化センター供用開始25周年）

広報・教育部門

応募事例の概要

別紙３

  ・いろいろなブースがあり、子どもと遊べて楽しかったです。

  ・子ども達のイベントが多く見られ、見ている側も楽しかっ
　　た。サッカー場の芝生も気持ち良かったです。

  ・体験や実験に感動しました。
　　水の浄化の実験が特にすごいと思いました。

  ・浄化センターは身近な施設でしたが、初めて具体的に
　 何をしている施設であるかを知ることができました。

流域市町のゆるキャラ集合 流域市町ブースにぎわい状況

夏休み親子見学会

感謝のつどい 来場者の皆様からいただいた意見（抜粋）


